
 

 

 

 

施 設 名 やすらぎ苑 

施 設 種 別 特別養護老人ホーム 

所 在 地 山口県周南市大字湯野字岡向山１５８ 

施 設 の 概 要 定員７０名，ショート１０床，デイ３０名 

建 物 の 概 要 鉄筋コンクリート造平屋建 

立 地 の 状 況 土砂災害警戒区域（土石流，急傾斜地崩壊） 

 

 

 

 

 

 

［ 取組の経緯 ］ 

 施設の東側に、山の急斜面が 

あり、がけ崩れの恐れがあるこ 

と、また、最近では、各地で大 

雤等による自然災害が多発して 

いることから、災害は他人事で 

はなく、施設としても対策を講 

じていく必要があるとの認識に 

立って、土砂災害を想定した避 

難訓練を実施することとした。 

 

 

 

［ 取組の状況 ］ 

・取組①：福祉車両の操作訓練の実施  ［H21.2～H21.7］ 

・取組②：入所者避難訓練の実施    ［H21.5.27／6.17］ 

・取組③：Ｈ２１年度防災訓練の実施  ［H21.7.8］ 

・取組④：Ｈ２２年度防災訓練の実施  ［H22.7.2］ 

・取組⑤：職員に対する防災研修会の開催［H22.1.21,22,25］ 

 

 

 

［ 取組の概要 ］ 
 
 特別養護老人ホームやすらぎ苑では、施設が土砂災害の恐れのある地域に立地し 

ていることから、Ｈ２１年度より、土砂災害を想定した避難訓練を実施している。 

［ソフト対策］（避難訓練の取組） 

  土砂災害を想定した避難訓練の実施  

【事例①】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    職種に関わらず全職員が、施設の全ての福祉車両（５台）のリフト操作等 

   を習熟できるよう、以下により訓練を実施。 

    ①他の職員の指導に当たるため、４名のリフト車操作指導員を任命 

    ②「リフト車操作訓練状況確認表」を作成し、各人の訓練状況を確認 

    ③作業は、各職員自らがスイッチ操作１つも省略することなく実施 

    ④操作等は、車いすに人を乗せた状態で実施 

概要 

リフト車操作指導員任命書 

 

 

    入所者の避難が速やかに行えるよう、職員誰でもが福祉車両のリフト操作 

   や車いすの脱着などの作業手順等を習得し、備えておくもの 

目的 

 

    車両の種類や車いすの種類によって、リフト操作や固定方法が異なること 

   から、職員全員が一巡し、操作等を習得するには、相当の時間を要した。 

状況 

 取 組 ① ： 福 祉 車 両 の 操 作 訓 練 の 実 施 ［H21.2～H21.7］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    土砂災害の恐れがある時等に、全職員が速やかに入所者の避難行動に移れ 

   るよう、訓練を実施し、備えておくもの 

目的 

 

    入所者の避難訓練を施設外（施設前庭）までと、車両により市の指定避難 

   所まで移送する、２回に分けて実施。(７月に実施する防災訓練の事前訓練) 

  ◆Ｈ２１．５．２７実施の訓練  

    通常勤務体制で、入所者を各室ベッドから施設前庭まで移送（誘導）する 

   訓練を実施 

    ・避難する入所者は、事前に、車いすで待機せず、ベッドに寝ている状態 

     から離床し、移送 

    ・デイサービスセンター利用者も訓練に参加 
 

  ◆Ｈ２１．６．１７実施の訓練  

    入所者を、施設から市の指定避難場所である周南市立湯野小学校まで移送 

   する訓練を実施 

    ・利用者を車両から降ろさず、道路状況、所要時間、利用者の状況等につ 

     いて確認 

概要 

やすらぎ苑事故対策委員会会議録 

 

状況 

 取 組 ② ： 入 所 者 避 難 訓 練 の 実 施 ［H21.5.27／6.17］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆訓練参加職員の感想  

［Ｈ２１．５．２７実施の訓練］ 

・入所者が避難済みかどうかの確認が徹底していなかった。 

・職員同士の連絡の不手際から避難済みの居室に何度も入ることがあった。 

・｢トイレに行きたい｣､｢寒い｣など､入所者に予想外の言動が見受けられた。 

・実際の緊急時には事故発生の時間などでかなりの混乱が予想される。 

・発熱者の対応など、時季に応じた物品の準備が必要である。 

・避難場所は、ポールを立てるなどして、定めておくとよい。 

・緊急時に対応するため､紙おむつ･毛布･バスタオルなどの必要物品をピッ 

 クアップして、１箇所に常備しておく必要がある。 

・出口が１箇所だったので混雑した。複数箇所あるほうがよい。 

・緊急時の利用者の所在確認が重要である。 

 

［Ｈ２１．６．１７実施の訓練］ 

・入所者が車両へ乗車する際、職員が一人でリフト操作や移送を行ったが、 

 複数人で声を掛け合って行うほうがよい。 

・避難場所側ばかりに職員が偏らないよう、施設と避難場所双方の職員配置 

 を検討する必要がある。 

・道路の状態がよくわかった。（坂道、道幅が狭い、凸凹がある等） 

・訓練時には、入所者に避難訓練であることを理解してもらう必要がある。 

・事故のないよう、一つひとつの操作を確実にする必要がある。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    大雤による土砂災害を想定した総合的な訓練として、施設内及び関係機関 

   への連絡、入所者を施設内の待機場所に集め、市の指定避難場所である周南 

   市立湯野小学校体育館まで移送する訓練を実施。 

概要 

 

    土砂災害の恐れがある時等に、職員誰でもが入所者の避難などの必要な行 

   動が速やかに行えるよう、総合的に訓練を実施し、備えておくもの 

    

    

目的 

平成２１年度やすらぎ苑防災訓練要項 

 取 組 ③ ： Ｈ２１ 年 度 防 災 訓 練 の 実 施 ［H21.7.8］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    訓練は、職員（４５名）及びパート職員（１０名）で実施。 

    当日は、雤天となり、避難場所である小学校体育館には、スロープはある 

   ものの、スロープ部分に屋根がなく、入所者を濡らすことになること、また、 

   その他の入り口では段差があり、車いすの使用が困難であったことから、体 

   育館内までの訓練は実施できなかった。（ただし、車両の運行状況把握も訓 

   練の一環であるため、小学校で５分間待機した後、施設に戻ることとした｡) 

 

状況 

訓 練 の 様 子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆訓練参加職員の感想  

［ リフト車操作について ］ 

 ・日常から、慣れておく必要があると感じた。 

 ・操作時には、補助者が付いて、声を掛け合って作業をするほうがよい。 

 ・車内は狭く、車いすから座席への移乗は、難しいと感じた。 
 

［ 避難車両の車内について ］ 

 ・寒さを訴える入所者もおり、車内にタオル、膝掛け、上着など防寒用品 

  の準備が必要と感じた。 

 ・避難経路の途中にある坂道では、道の傾斜で、入所者が車いすから落ち 

  そうになったり、興奮する人、不安がる人、車いすのブレーキを外そう 

  とする人などもいたので、乗せるだけでなく、車内でも配慮が必要と感 

  じた。 
 

［ 避難車両について ］ 

 ・車いすによっては、乗車できない車両もあり、日頃から、車いすと車両 

  の適合について把握しておく必要がある。 

 ・多数の車両が同時に運行するので、施設、小学校それぞれに誘導する人 

  が必要と感じた。 
 

［ その他 ］ 

 ・職員間の情報伝達が不十分だったと感じた。 

 ・避難した人、まだ残っている人の確認の仕方を検討する必要がある。 

 ・避難経路上の川が増水した場合、道が１つのため不安を感じた。 

 ・避難時に、各入所者の状況がわかるようなカードを作成しておく必要が 

  ある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やすらぎ苑事故対策委員会会議録 

 

    土砂災害の恐れがある時等に、職員誰でもが入所者の避難などの必要な行 

   動が速やかに行えるよう、総合的に訓練を実施し、備えておくもの 

    

目的 

 

    集中豪雤による土砂災害を想定した、総合的な訓練として、施設内及び関 

   係機関への連絡、公休職員の非常呼集、施設前庭までの入所者避難等を実施。 

    ・この度は、職員に対する詳細な訓練手順の指示は行わず、各部署の主任 

     の判断、指示に基づいて、入所者避難を行う 

    ・デイサービスセンター利用者も参加 

    ・「やすらぎ苑災害時救助ボランティア」登録者も訓練の状況を見学 

平成２２年度やすらぎ苑防災訓練要項 

概要 

 取 組 ④ ： Ｈ２２ 年 度 防 災 訓 練 の 実 施 ［H22.7.2］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    訓練は、職員（４６名）及びパート職員（９名）で実施。 

    昨年度訓練後の意見で作成した、入所者情報カードを、各入所者の身に付 

   けるようにするとともに、避難完了後の居室には、避難済みのカードを下げ 

   るようにした。 

    各避難用出口には、職員を配置し、入所者の避難をチェックした。 

     

   ［開始］ １０：３１（周南市役所湯野支所より連絡） 

 

   ［完了］ １０：５０（施設前庭へ避難） 

状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓 練 の 様 子 

職員呼集の連絡 入所者の避難 

避 難 済 カ ー ド 

避難の確認 

周南市役所湯野支所から避難勧告 施設内放送 ⇒ 訓練開始 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
訓練終了 

施設前庭へ避難 

職員呼集 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透明シートを重ねて、 

入所者の避難状況を確認 

各避難出口で担当者が透明シートのチェック表で、入所者の避難を確認 

避難確認チェックシート 

ボランティアのみなさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆訓練参加職員の感想  

［ 避難口について ］ 

 ・どの避難口から避難するかを、職員各人の判断に任せたため、結局、１ 

  箇所の出口に集中することとなった。 

 ・避難口によっては、段差があり、歩行者、車いす利用者どちらにも危険 

  だと感じた。 

 ・施設の内と外とで職員がリレー形式で分担して、避難誘導するほうがよ 

  いと感じた。（この点については、計画ではリレー形式の予定であった 

  が、職員に十分周知できていなかった。） 
 

［ 避難行動について ］ 

 ・入所者のベッドからの移動介助や車いす介助は、介護職員だけでなく、 

  その他の職員でも行えるよう、備えておく必要がある。 

 ・通常は、自力歩行ができる入所者も緊急時には、車いすを使用するほう 

  がよいと感じた。 
 

［非常呼集について ］ 

 ・実際の災害時に、車両を使っての参集が平常心で行えるか、不安を感じ 

  た。 

 ・施設に到着したものの、その後の対応について指示がなかったので、ど 

  う対応したらよいかわからなかった。 
 

［ その他 ］ 

 ・施設内放送が聞こえなかった。日頃から音量に気を配っておく必要を感 

  じた。 

 ・ボランティア登録者について、職員に周知できていなかった。 

 ・避難済みのカードを居室の入り口に下げておいたのは、わかりやすかっ 

  た。 

 ・各出口で、避難した入所者をクリアシートに記入する方法は、素早く確 

  認する方法として有効だった。 

 ・「防災共助マップ」の作成､人的ネットワークの構築の必要性を感じた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

    施設長が講師を務め、職員を３回に分けて実施。 
概要 

研修会資料 

※以下省略 

状況 

 

    職員の防災意識の啓発及び施設の立地状況や防災対策について周知を図る 

   ためのもの 

    

目的 

研修会の様子 

 

 取 組 ⑤ ： 職 員 に 対 す る 防 災 研 修 会 の 開 催 ［H22.1.21,22,25］ 


